
釈文の訂工と追加

①
は
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
が
残
る
。
②
は
上
下
両
端
折
れ
、

左
右
両
辺
は
削
り
と
思
わ
れ
る
。
０
は
上
端
折
れ
、
下
端
折
り
で
、
左
右
両
辺

は
削
り
で
あ
る
。
上
部
に
焼
け
焦
げ
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
９
０
は
同

一
の
本
簡

の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
直
接
は
接
合
し
な
い
。
③
が
②
の
表
面
下

部
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。

い
は
、
下
端
は
折
れ
、
下
端
と
左
右
両
辺
に
は
削
り
が
残
る
。
赤
外
線
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
観
察
で
、
本
誌
第
八
号
で
文
字
な
し
と
し
て
い
た
面
に

わ
ず
か
な
墨
痕
が
あ
り
、
難
波
津
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

最
下
部
に
下
の
句
の
一
文
字
目

「伊
」
の
残
画
が
残
り
、
こ
の
下
が
欠
損
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
第
四
句

へ
と
続
い
た
可
能
性
が
高
い
。
上
の
句
の
二

句
日
と
三
句
日
の
間
に
は

一
文
字
程
度
の
空
き
が
あ
る
。
裏
面
は

「己
」
「知
」

「屋
」
の
習
書
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
山
本
崇
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

８
　
関
係
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献

大
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輝
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「餅
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、
神
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、
揖
保
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東
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古
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」
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三
回
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古

学
研
究
集
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実
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委
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会
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中
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７
　
木
簡
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釈
文

。
内
容

脇
本
城
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
本
誌
第
二
七
号
で
二
五
点
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
際
調
査
中
の
た
め
報
告
で
き
な
か
っ
た
柱
状
卒
塔
婆
な
ど
五
点
の
遺
物
に
、

新
た
に
墨
書

（痕
）
が
確
認
さ
れ
た
た
め
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。
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釈文の訂正と追加
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ω
は
大
型
の
木
製
角
柱
塔
婆
で
あ
る
。
杉
の
角
材
を
用
い
頭
部
を
鋭
い
四
角

錐
状
に
削
り
出
し
、
そ
の
下
に
二
条
の
切
り
込
み
を
入
れ
、
切
り
込
み
の
上
に

は
墨
横
線
を
施
す
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
身
部
は
四
側
面
に
墨
痕
を
確
認

で
き
る
が
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
護
岸
施
設

（法
留
工
）
の
横
木
に
転
用
さ
れ

た
状
態
で
出
土
し
た
。
『餓
鬼
草
紙
』
に
み
る
柱
状
塔
婆
に
類
似
す
る
が
、
頭

部
山
形
の
形
状
が
鋭
く
尖

っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

②
は
大
型
の
木
製
柱
状
塔
婆
で
あ
る
。
杉
の
九
太
材
の
芯
付
近
で
平
滑
な
面

を
切
り
出
し
、
そ
の
背
面
を
船
底
状
に
荒
く
削
る
。
頭
部
は
鋭
い
山
形
と
し
丁

寧
に
仕
上
げ
、
そ
の
下
に
二
条
の
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
切
り
込
み
の
間
隔
は

他
の
柱
状
塔
婆
に
比
し
て
次
い
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
身
部
に
は
明
瞭
で

は
な
い
が
墨
書
が
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
身
部
下
位
に
刀
子
に
よ
る
×
印
の

切
り
傷
が
あ
る
。
護
岸
施
設
の
横
木
に
転
用
さ
れ
、
①
と
並
ん
で
出
土
し
た
。

①
は
木
製
柱
状
塔
婆
で
あ
る
。
全
体
的
な
加
工
は
②
に
同
じ
だ
が
、
切
り
込

み
の
上
に
は
墨
横
線
を
施
す
。
身
部
上
位
に
は
六
地
蔵
の
黒
衣
地
蔵
の
種
子

（イ
）
の
痕
跡
が
か
す
か
に
浮
き
上
が
っ
て
残
る
。
身
部
下
位
は
欠
損
し
て
い

る
。
護
岸
施
設
の
杭
に
転
用
さ
れ
、
頭
部
が
地
面
に
突
き
刺
さ
っ
た
状
態
で
出

土
し
た
。

④
は
木
製
柱
状
塔
婆
で
あ
る
。
②
と
同
様
の
加
工
を
施
す
が
、
背
面
の
船
底

状
加
工
は
稜
線
を
も
た
ず
平
ら
に
丁
寧
に
削
ら
れ
て
お
り
、　
一
見
す
る
と
角
柱

状
と
も
見
え
る
。
頭
部
は
再
加
工
さ
れ
て
お
り
、
平
滑
で
あ
っ
た
正
面
を
左
右

下
隅
方
向
に
粗
く
割
り
落
と
し
、
頭
頂
部
を
四
角
錘
状
に
割
り
出
し
て
い
る
。

身
部
上
位
に
は
六
地
蔵
の
黒
衣
地
蔵
の
種
子

（イ
）
が
は
っ
き
り
と
浮
き
上
が

っ
た
状
態
で
残
る
。
身
部
下
位
は
欠
損
し
て
い
る
。
０
と
同
様
に
護
岸
施
設
の

杭
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

０
は
板
塔
婆
で
あ
る
。
頭
部
は
鋭
い
山
形
を
呈
し
、
そ
の
下
に
二
条
の
切
り

込
み
を
入
れ
る
。
背
面
は
浅
い
船
底
状
に
仕
上
げ
る
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

力
部
上
位
に
金
剛
界
大
日
如
来
の
種
子

（バ
ー
ン
ク
）
が
浮
き
上
が
っ
て
残
る
。

他
に
も
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
出
土
時
は
頭
部
が
地
面

に
垂
直
に
突
き
刺
さ
っ
て
お
り
、
図
示
し
た
よ
う
に
小
木
片
が
切
り
込
み
に
は

め
込
ま
れ
楔
の
役
割
を
し
て
い
た
。
出
土
し
た
他
の
杭
に
こ
の
よ
う
な
細
工
が

施
さ
れ
た
事
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

・

山
本
崇
各
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
写
真
撮
影
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
中
村

一

郎
氏
に
よ
る
。
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